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R7患者満足度等調査スケジュール（前回までのおさらい）
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目的：県内におけるがん患者のがん医療に対する満足度を経年的に
　　　　 把握し、がん対策推進計画の取組評価を行う。

R7.5～6月に実施
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R7患者満足度等調査概要（前回までのおさらい）

（R7目標）
　調査票配付数　2,000
　回収数　　　　　　　700
　回収率　　　　　35.0％

対象：県内のがん診療連携拠点病院及びがん治療を行っている医療機関で
　　　　 調査期間中に受療したがん患者
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第４期計画における活用（前回までのおさらい）

第４期高知県がん対策推進計画　ロジックモデルより抜粋

※第39回高知県がん対策推進協議会資料

ロジックモデルで設定した各指標について、
各分野の取組が効果をもたらしているか
評価を行い、その結果を施策に反映する

３



R5調査からの変更点（前回までのおさらい）

（１）目標の達成状況をモニタリングする指標として、国ロジックモデルを踏まえた質問追加
変更後

４



R5調査からの変更点（前回までのおさらい）

（２）第39回高知県がん対策推進協議会でのご意見を踏まえ、就労に関する質問追加
変更後

５



R5調査からの変更点（今回追加）

相談支援を求めていたタイミング

がん相談支援センターと医療従事者との連携

（３）全国に比べて相談支援に関する値が低いため、要因を探るための質問追加

がんサポートブックの診療の場での活用

６



令和5年度患者満足度等調査結果（高知県）と
令和５年度患者体験調査結果（全国）との比較

治療開始までの体験について・・・・・・・・・・・P. ８

治療中の体験について　　　　・・・・・・・・・・・P. ９

治療と仕事の両立について 　・・・・・・・・・・・P.10

相談支援について　　　　　   ・・・・・・・・・・・P.11

緩和ケアについて　　　　　　　・・・・・・・・・・・P.12

７



担当医からセカンドオピニオンについて説明があった人の割合は、
高知県は全国に比べ、高い値となっている

高知県 全国

治療開始前に、担当医からセカンドオピニオンに
ついて説明があった人　※

35.6% 31.7%

実際にセカンドオピニオンを受けた人 12.3% 14.3%

治療開始前に、妊よう性への影響に関して
医師から説明があった人(40歳未満) 62.5% 63.9%

生殖器の温存のための具体的な方法を説明
された人（40歳未満、妊よう性への影響に
関して説明があったと回答した人のみ）

100.0% 67.5%

治療開始前までの体験について

８※　回答対象は、県・国とも調査に協力したすべての患者



医師の対応や、受けた治療等に満足した人の割合は、
全国に比べて低い値となっている

高知県 全国

質問や相談を行ったときの医師の対応に満足した人 68.3%
※１

88.3%
※２

これまで受けた治療等に満足している人 72.2%
※３

85.1%
※４

治療スケジュールの見通しに関する情報を得ることができた
人 95.4% 91.3%

治療による副作用などに関して見通しを持てた人 92.6% 75.6%
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治療中の体験について

９

※１　質問や相談を行ったときの医師の対応に満足した人
※３　受けた治療内容に満足している人　　

※２　がん治療を担当した医師が相談しやすかった人
※４　がんの診断・治療の総合的な評価が6-10点の人　



治療と仕事を両立するために社内制度を利用した人の割合や、仕事上の関係者
にがんと診断されたことを話した人など、高知県は全国に比べ低い値となっている

高知県 全国

がん診断時に収入のある仕事をしていた人 46.9％ 44.1％

　　 治療と仕事を両立するために社内制度を利用した人　　　
（がん診断時に収入のある仕事をしていた人のみ）

49.3%
※１

70.6%
※２

診断時に働いていた職場や仕事上の関係者にがんと診断されたことを話した人
（がん診断時に収入のある仕事をしていた人のみ）

65.2％
※３

89.0％
※４

　　　職場や仕事上の関係者から治療と仕事を両方続けられるような勤務上の
配慮があったと思う人（がん診断時に収入のある仕事をしていた人のみ） 65.9% 74.5%

　　　　治療開始前に就労の継続について医療スタッフから話があった人
（がん診断時に収入のある仕事をしていた人のみ） 40.7% 44.0%

　　　がんの治療のため、退職・廃業した人
（がん診断時に収入のある仕事をしていた人のみ） 14.8％ 19.4%

がん治療前に退職した人
（がん診断時に収入のある仕事をしていた人、かつ退職・廃業した人のみ） 52.5％ 58.3％

治療と仕事の両立について

10
※１　回答対象は、自営業者を含む患者　　　　　　　　　　　　　　　※２　回答対象は、自営業者を除く患者
※３　就労に関する問題を職場の関係者に相談した者の割合　　　※４　がんと診断されたことを職場の関係者に話した者の割合



がん相談支援センターやピアサポートを知っている人の割合は、
全国より低い値となっている

高知県 全国

がん相談支援センターを知っている人　※ 36.6% 55.1%

　　 がん相談支援センターを利用した人
（がん相談支援センターを知っている人のみ） 22.5% 21.1%

がん相談支援センターが役立った人
（がん相談支援センターを知っている、かつ、利用した人のみ） 89.4% 72.4%

ピアサポートを知っている人　※ 13.1% 15.4%

ピアサポートを利用した人
（ピアサポートを知っている人のみ） 16.0％ 4.9％

ピアサポートが役立った人
（ピアサポートを知っている、かつ、利用した人のみ） 66.7％ 70.4％

相談支援について

11※　回答対象は、県・国とも調査に協力したすべての患者



からだの苦痛を感じたり、気持ちがつらいと感じる人の割合は、
全国に比べ高い値となっているが、身体の苦痛や気持ちのつらさを和らげる
支援は十分であると感じる人の割合も全国より高い値となっている

高知県 全国

がんやがん治療に伴うからだの苦痛を感じる人 38.2% 34.0%

がんやがん治療に伴い気持ちがつらいと感じる人 33.3% 26.2%

身体の苦痛や気持ちのつらさを和らげる
支援は十分であると感じる人

63.6%
※１

33.8%
※２

緩和ケアについて
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※１　回答対象は、緩和ケアを受けたと回答した患者
※２　回答対象は、調査に協力したすべての患者



前回（第41回協議会）からの変更点

（１）相談支援を求めていたタイミング

情報や支援が求められる時期を
把握する
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前回（第41回協議会）からの変更点

（２）がん相談支援センターと医療従事者との連携

＜指定要件（必須）＞
　　・治療に備えた事前の面談や準備のフローに組み込む等、診療の経過の中で患者が必要とするときに確実に利用できるよう繰り返し案内を行うこと。
　　・患者からの相談に対し、必要に応じて速やかに院内の診療従事者が対応できるよう、病院長もしくはそれに準じる者が統括するなど、
　　 がん相談支援センターと院内の診療従事者が協働する体制を整備すること。
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前回（第41回協議会）からの変更点

（３）がんサポートブックの診療の場での活用

＜高知県版がんサポートブック＞
　 療養に必要な情報を分かりやすく
　 持ち運びやすいサイズ（A5）にまとめたもの

現在の掲載内容
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